
　　　　　工事項目　外壁塗装改修工事、内装改修工事

No.

縮尺

図面名称 位置図・配置図・特記事項
原図：Ａ２

1/2000

１／１１津　市　建　設　部　営　繕　課

機械室

別棟

本館

配置図　S=1/2000

附近見取図

＝　特記事項　＝

【工事概要】

【施工条件】

敷地面積：６１，４２３㎡

　　　　　構造　　　鉄筋コンクリート造（一部鉄骨造）２階建

・図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「公共建築改修工事標準仕様書」（平成25年度版）による。

　ただし、上記に記載なき場合は国土交通省大臣官房官庁監修の「公共建築工事標準仕様書」（平成25年度版）による。

・設計書に明記なくとも、機能上及び構造上当然必要と認められるものは、本工事に含む。なお、内訳書の数量は参考とし、当図面を優先する。

・工事契約後、速やかに調査及び施工計画書等を作成し、現場着手までに市監督員の承諾を得ること。

・工事中の安全計画等は、市監督員と十分協議し災害防止に努めること。

・工事着手前には、現況把握の為に破損箇所があれば市監督員立会いのもと写真に記録しておくこと。

　また、工事過程において、既存施設に損害を与えた場合は、請負人の負担において速やかに復旧すると共に、市監督員に報告すること。

・工事期間中も施設運営を行う為、施設利用者及び関係者に危害を与えないように注意し、かつ周辺道路等に資材を落下させたり、ほこり等を飛散さ

　せないよう万全の注意を払うこと。

：工 事 対 象 建 物

凡 例

★

：隣 接 工 事 エ リ ア

：外　灯　塗　替　え（H=7.0ｍ　５か所）

★ ★

★

★
★

　　　　　延面積　　８，５８８㎡

工事場所：津市　北河路町　地内

工事内容：施設名称　メッセウイング・みえ

・作業着手前の調査については、事前に施設管理者及び、市監督員の承諾を得るものとし、施設の運営等に影響を与えない範囲とする。

・交通誘導員は作業日常駐とすること。また、工事車両の構内乗入れ時には、徐行するものとし、施設関係者、来客者等の安全に注意を払うこと。

・工事車両及び工事関係車両については、指定された場所(施設管理者及び、市監督員と協議)に駐車するものとし、周辺道路等に駐車しないこと。

　ただし、資材の搬入・搬出時には工事場所最寄の出入口付近への一時的な駐車を可とするが、搬入出作業終了後は、速やかに車両を移動させること。

・資材・足場材等の荷揚げによる、揚重機の敷地内への進入時及び作業時には、交通誘導員を配置すること。

・外部足場の昇降用足場は、来館者等が立入らないように進入防止の措置を講ずること。

・工事用水、電力については、既存施設のものを利用できるが有償とする。

駐輪場

メッセウイング・みえ改修工事

津市立

西郊中学校

津市水道局

北河路町
神納町

南河路

納所町

メッセウイング・みえ

　下記にイベント開催日（部屋使用日）を示す。

　１階商談室（小）：１１月５,６,２６,２７日　１２月１１日

　１階商談室（大）：１１月５,６,１１,１２,２６,２７日　１２月１１,１８日

　１階中研修室：１１月５,６,１２,１３,２０,２６,２７日　１２月３,４,１１日

　２階大研修室：１１月５,６,１１，１２,１３,１９，２０,２６,２７日　１２月２,３,４,１８日

　２階中研修室：１１月５,６,１１，１２,１３,１９，２０日　１２月１１日

　２階ギャラリー：１１月５,６,２６,２７日

　２階会議室室：１１月５,６,１３,１９，２０日　１２月３,４,１１日

・内装工事については、平成２８年１２月中に工事を終了し、中間検査を受け、引き渡すこと。但し、各部屋においてまとまった施工可能日にずれが

　あるため、各部屋ごと中間検査を受けること。なお、中間検査の回数及び時期は監督員と協議すること。

・２階事務室は、平日使用している為、間仕切り壁撤去については、土曜日及び日曜日にて撤去すること。

　慮した施工を行うこと。

・工事完了後、速やかに施工報告書(マニフェスト等の写し)を市監督員に提出すること。また、近隣に対し騒音・振動・粉塵等を配

　た施工計画書を市監督員に提出し承諾を得ること。

・本工事により発生する廃材は、産業廃棄物となるため関係法令により適切に処理すること。また、工事着手前に、施工方法を記し

・枠組本足場を設ける場合は、「手すり先行工法に関するガイドライン（最新版）」により、設置については「手すり先行工法によ

　る足場の組立て等の基準」による働きやすい安心感のある足場とし、改善措置機材による場合は手すり先行専用足場型と同等の機

　能を確保するものとする。なお、同足場は、二段手すりと巾木の機能を有する部材をあらかじめ備えられた手すり先行足場型とす

　るか、または、改善措置機材を用いて手すり先行専用足場型と同等の機能を確保するものとする。

【外部足場】

【解体撤去処分】

　（４ＪＶ）との調整を行い、双方の工事が遅延なく行えるような工程計画をすること。

　参考として、工期中の外構改修工事期間を下記に示す。

・フロン類の充填、回収作業を伴う場合は、フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に関する法律等の関係法令を遵守し、

　北面：１１月上旬～１２月上旬、１月下旬～４月上旬　　東面：１０月下旬～１２月中旬、１月上旬～２月初旬

　南面：１０月中旬～４月下旬　　　　　　　　　　　　　西面：１０月中旬～１２月中旬

　第１種フロン類充填回収登録業者が行うこと。

・当該施設及び施設周辺の外構において、改修工事が行われるため、津市産業・スポーツセンター新築工事の各受注者

・２階事務室を除く各改修対象の部屋の家具等は、受注者により一時撤去再設置を行うこと。なお、一時保管場所については、監督員及び

　施設管理者と協議すること。

　土曜日及び日曜日はイベント等が行われている。

・平成２８年１０月１日から平成２８年１２月３１日までの間、当該施設は、平日及び祝日は休館（展示場除く）であるが、



３．　　　：他業者による改修工事

湯沸室

No.

縮尺

図面名称

1/300

津　市　建　設　部　営　繕　課

原図：Ａ２
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特記なき限り、内装改修範囲は下記とする。

１．　　　：壁紙張替

１階平面図　ＳＣ１：３００

廊下

倉庫

２/１１

２．　　　：壁面塗替及びタイルカーペット張替

期間：１０月初旬から１月末まで（予定）

他業者による改修工事範囲

メッセウイング・みえ改修工事



３．　　　：壁面塗替及びタイルカーペット張替

No.

縮尺

図面名称

1/300

津　市　建　設　部　営　繕　課

原図：Ａ２

特記なき限り、内装改修範囲は下記とする。

１．　　　：壁紙張替
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大研修室

２階平面図　ＳＣ１：３００

ロビー

廊下

２階平面図

４．　　　：タイルカーペット張替

３／１２

２．　　　：壁紙張替及びタイルカーペット張替

メッセウイング・みえ改修工事



　３．窓等の建具は、高圧洗浄とし、鋼製建具（　Ｂ　）及び軒天エキスパンドメタルは下地調整（ＲＢ）の上ＳＯＰ塗装とする。

　１．　　　：外壁改修範囲　　　　：高圧洗浄のみ　

東立面図

▽

No.

縮尺

図面名称 立面図（1）

1/300

北立面図

津　市　建　設　部　営　繕　課

原図：Ａ２
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特記なき限り、下記とする。

　４．屋根、外部階段床面及び外部廊下床面は、改修対象外とする。

Ａ

Ａ Ａ

Ａ

改修対象外

改修対象外

Ａ

改修対象外

改修対象外

5,
50

0

　５．　Ａ　：下地調整（ＲＢ）の上ＳＯＰ塗装（鋼製手摺部分）。

４／１１

　２．外壁は、高圧洗浄後下地調整の上、防水型複層塗材Ｅとする。

軒天：エキスパンドメタル
下地調整（ＲＢ）の上ＳＯＰ塗装

Ｂ

　３．窓等の建具は、高圧洗浄とし、鋼製建具（　Ｂ　）及び軒天エキスパンドメタルは下地調整（ＲＢ）の上ＳＯＰ塗装とする。

Ｂ Ｂ Ｂ

Ｂ

　１．　　　：外壁改修範囲　　　　：高圧洗浄のみ　

特記なき限り、下記とする。

　４．屋根、外部階段床面及び外部廊下床面は、改修対象外とする。

　５．　Ａ　：下地調整（ＲＢ）の上ＳＯＰ塗装（鋼製手摺部分）。

　２．外壁は、高圧洗浄後下地調整の上、防水型複層塗材Ｅとする。

軒天：エキスパンドメタル
下地調整（ＲＢ）の上ＳＯＰ塗装

メッセウイング・みえ改修工事
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天井、壁

＜　別　棟　＞

＜　機　械　室　＞

北及び南立面図　SC1:200
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1300ｘ2100

西立面図　SC1:200 東立面図　SC1:200 既設：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しの上吹付ﾀｲﾙ

外壁のみ
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5,
50

0

改修対象外

既設：ＳＯＰ塗装

鉄骨階段

改修後：下地調整の上ＳＯＰ塗装

立面図（２）

５／１１

軒天：エキスパンドメタル
下地調整（ＲＢ）の上ＳＯＰ塗装

軒天：エキスパンドメタル
下地調整（ＲＢ）の上ＳＯＰ塗装

　鋼製シャッター水洗い

既設：ＳＯＰ塗装

鉄骨階段

改修後：下地調整の上ＳＯＰ塗装

　　　　水洗い（踏面及び踊り場部）
　　　　水洗い（踏面及び踊り場部）

室外機取外し再取付 室外機取外し再取付

荷捌スペース軒天：エキスパンドメタル
下地調整（ＲＢ）の上ＳＯＰ塗装

D

室外機取外し再取付

・壁掛ﾌﾞﾗｹｯﾄ取り外し再取付

※部分詳細図参照

荷捌スペース軒天：エキスパンドメタル
下地調整（ＲＢ）の上ＳＯＰ塗装

※部分詳細図参照
室外機取外し再取付
※部分詳細図参照

冷房能力7.1kw(型番:RAS-AP80HVM1)

部分詳細図　SC1：150

・ドレン管取外し再取付
・冷媒管外装更新(SUS+PS筒)

特記なき限り、下記とする。

　１．　　　：外壁改修範囲　　　　：高圧洗浄のみ　

　２．外壁は、高圧洗浄後下地調整の上、防水型複層塗材Ｅとする。

　４．屋根、外部階段床面及び外部廊下床面は、改修対象外とする。

　５．　Ａ　：下地調整（ＲＢ）の上ＳＯＰ塗装（鋼製手摺部分）。

　３．窓等の建具は、高圧洗浄とし、軒天エキスパンドメタルは下地調整（ＲＢ）の上ＳＯＰ塗装とする。

特記なき限り、下記とする。

　１．　　　：外壁改修範囲　　　　：高圧洗浄のみ　

　４．屋根、外部階段床面及び外部廊下床面は、改修対象外とする。

　５．　Ａ　：下地調整（ＲＢ）の上ＳＯＰ塗装（鋼製手摺部分）。

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

Ｂ

　３．窓等の建具は、高圧洗浄とし、鋼製建具（　Ｂ　）及び軒天エキスパンドメタルは下地調整（ＲＢ）の上ＳＯＰ塗装とする。

Ｂ

Ｂ

　２．外壁は、高圧洗浄後下地調整の上、防水型複層塗材Ｅとする。

特記なき限り、下記とする。

　３．屋根は、改修対象外とする。

　１．外壁は、高圧洗浄後下地調整の上、防水型複層塗材Ｅとする。

　２．窓等の建具は、高圧洗浄とし、鋼製建具（　Ｂ　）は下地調整（ＲＢ）の上ＳＯＰ塗装とする。

特記なき限り、下記とする。

　３．屋根は、改修対象外とする。

　１．外壁は、高圧洗浄後下地調整の上、防水型複層塗材Ｅとする。

　２．窓等の建具は、高圧洗浄とし、鋼製建具（　Ｂ　）は下地調整（ＲＢ）の上ＳＯＰ塗装とする。

改修後：高圧洗浄後、下地調整の上防水型複層塗材E

改修後：高圧洗浄後下地調整の上ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系塗膜防水（X-2)

改修後：高圧洗浄後下地調整の上防水型複層塗材E

メッセウイング・みえ改修工事
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No.

縮尺

図面名称

津　市　建　設　部　営　繕　課

原図：Ａ２

展開図（１）

1/100

▽
ＦＬ

6,800 3,000 6,800 4,800 6,800 4,800 6,800

Ｏ ５４ＯＰ５ ４Ｐ

3,
00

0

▽

天井面 32
5

650 650 195375 75195 75 375

1700ｘ2100 850ｘ2100

625

北　面 東　面 南　面 西　面

床

巾　木

壁

天井

タイルカーペット敷き

スチール製焼付塗装　Ｈ＝60

ＰＢ下地（ｔ＝12）　ガラスクロス貼　ＥＰ塗装

ＰＢ下地（ｔ＝9）二重張（一部岩綿吸音板）　ＥＰ塗装

既　存　仕　上　げ　仕　様部　位 改　修　後　仕　上　げ　仕　様

既設のまま

タイルカーペット張替

＜　仕上げ表　＞　　※特記なき限り、建具は改修不要（各部屋共通）

▽
ＦＬ

3
,0

00

▽

天井面

北　面 東　面 南　面 西　面

床

巾　木

壁

天井

タイルカーペット敷き

スチール製焼付塗装　Ｈ＝60

ＰＢ下地（ｔ＝12）　ガラスクロス貼　ＥＰ塗装

既　存　仕　上　げ　仕　様部　位 改　修　後　仕　上　げ　仕　様

既設のまま

タイルカーペット張替

＜　仕上げ表　＞　　※特記なき限り、建具は改修不要（各部屋共通）

１階　中研修室　

２階　中研修室　

岩綿吸音板張　ＥＰ塗装

6,800 1,000

Ｍ Ｎ

850ｘ2100

32
5

6,800

９ ８

3,400 6,8001,000

ＭＮ

6,800

９８

3,400

300 300 75 530 300 225 375 75

既設ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ

既設ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ

3000ｘ2150

3000ｘ2150

※建具等の寸法は　幅×高さ　を示す。（各部屋共通）

▽
ＦＬ

床

巾　木

壁

天井

既　存　仕　上　げ　仕　様部　位 改　修　後　仕　上　げ　仕　様

既設のまま

＜　仕上げ表　＞　　※特記なき限り、建具は改修不要（各部屋共通）

岩綿吸音板張　ＥＰ塗装

長尺塩ビシート張

ソフト巾木　Ｈ＝60

3
,0

00

▽

天井面

6,800

ＮＭ

1200ｘ2100

北　面

１階　商談室（大）（小）　
※建具等の寸法は　高さ×幅　を示す。（各部屋共通）

6,800

東　面

850ｘ2100

6,800

南　面

Ｎ Ｍ３ ２

2
65

2
,6
5
0

85

※商談室（小）の西面と共通

＜商談室（大）＞ ＜商談室（小）＞

北　面

Ｍ

850ｘ2100

東　面

２

6,800

３

※商談室（大）の西面と共通（柱型なし）

Ｍ

4,3004,300

350 1,875 350 230 2,300 350 350 75 3501,015 350215 75

既設のまま

モルタル金ゴテ下地　ビニールクロス貼 下地調整の上ビニールクロス張替

既設ソフト巾木撤去後、ソフト巾木　Ｈ＝60　新設

柱：700ｘ700 柱：700ｘ700

柱：700ｘ700 柱：700ｘ700 柱：750ｘ750

※建具等の寸法は　幅×高さ　を示す。（各部屋共通）

375

350200

375 700

下地調整の上ＥＰ塗装（Ｂ種）

下地調整の上ＳＯＰ塗装（Ｂ種）

下地調整の上ＳＯＰ塗装（Ｂ種）

下地調整の上ＥＰ塗装（Ｂ種）

６／１１

1700ｘ2100

南　面

メッセウイング・みえ改修工事



No.

縮尺

図面名称

津　市　建　設　部　営　繕　課

原図：Ａ２

展開図（２）

1/100

3,
50

0

▽

天井面

ＦＬ
▽

＜　仕上げ表　＞　　※特記なき限り、建具は改修不要（各部屋共通）

部　位 既　存　仕　上　げ　仕　様 改　修　後　仕　上　げ　仕　様

床

巾　木 スチール製焼付塗装　Ｈ＝60

壁 ＰＢ下地（ｔ＝12）　ガラスクロス貼　ＥＰ塗装

天井 既設のまま

6,8001,000 6,800 3,660

ＬＭＮ

２階　大研修室　

850ｘ2100

北　面 東　面

3
,5

00

6,800 1,0006,8003,660 6,8006,800

▽

天井面

ＦＬ
▽

Ｌ Ｍ Ｎ 12 11 10

1700ｘ21001700ｘ2100
3265ｘ3450　4枚

稼働間仕切り

南　面

6,8006,800

1110 12

ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ

4500ｘ2400

75 650 375 4,760

ｽﾁｰﾙﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ
（改修対象外）

350910

1,260 3753,575

壁と同様の仕上げとする。

375 375

ＰＢ（ｔ＝9）二重貼　ＥＰ塗装

ＦＬ
▽

ＦＬ
▽

＜　仕上げ表　＞　　※特記なき限り、建具は改修不要（各部屋共通）

部　位 既　存　仕　上　げ　仕　様 改　修　後　仕　上　げ　仕　様

床

巾　木

壁

天井 既設のまま

ソフト巾木　Ｈ＝60

モルタル金ゴテ下地　ビニールクロス貼

岩綿吸音板張　

下地調整の上ビニールクロス張替

既設ソフト巾木撤去後、ソフト巾木　Ｈ＝60　新設

柱：700ｘ700柱：750ｘ750 柱：750ｘ750

柱：750ｘ750

※建具等の寸法は　幅×高さ　を示す。（各部屋共通）

3,
00

0

▽

天井面

Ｍ

6,800

Ｎ

２階　会議室　
※建具等の寸法は　幅×高さ　を示す。（各部屋共通）

4,300

1700ｘ2100

3
,0

00

▽

天井面

4,300

Ｎ

6,800

Ｍ

北　面

南　面

柱：700ｘ700

柱：700ｘ700

200

350 2,275

2650ｘ3760 2650ｘ3760

8
20

1,850

ｽﾁｰﾙﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ
（改修対象外）

6,800 6,800

４ ２３

1700ｘ2100

6,8006,800

４２ ３

200 350

200

西　面

東　面

※建具等の寸法は　幅×高さ　を示す。（各部屋共通）
講師控室　

ＦＬ
▽

ＦＬ
▽

2,
50

0

▽

天井面

Ｎ

4,000 1,000

北　面

2
,5

00

▽

天井面

南　面

3,400

3,4001,000 4,000

Ｎ

東　面

西　面

10

10

850ｘ2100

75 350350

300 75 75 200

＜　仕上げ表　＞　　※特記なき限り、建具は改修不要（各部屋共通）

部　位 既　存　仕　上　げ　仕　様 改　修　後　仕　上　げ　仕　様

床

巾　木

壁

天井 既設のまま

ソフト巾木　Ｈ＝60

モルタル金ゴテ下地　ビニールクロス貼

岩綿吸音板張　

下地調整の上ビニールクロス張替

既設ソフト巾木撤去後、ソフト巾木　Ｈ＝60　新設

タイルカーペット敷き タイルカーペット張替

柱：700ｘ700

下地調整の上ＳＯＰ塗装（Ｂ種）

下地調整の上ＥＰ塗装（Ｂ種）

７/１１

タイルカーペット敷き タイルカーペット張替

タイルカーペット張替タイルカーペット敷き（ＯＡフロア）

西　面

メッセウイング・みえ改修工事



No.

縮尺

図面名称

津　市　建　設　部　営　繕　課

原図：Ａ２

1/100

ＦＬ
▽

6,800

ＭＬ

6,800

Ｎ

北　面

ＦＬ
▽

＜　仕上げ表　＞　　※特記なき限り、建具は改修不要（各部屋共通）

部　位 既　存　仕　上　げ　仕　様 改　修　後　仕　上　げ　仕　様

床

巾　木

壁

天井 既設のまま

ソフト巾木　Ｈ＝60

モルタル金ゴテ下地　ビニールクロス貼

岩綿吸音板張　

下地調整の上ビニールクロス張替

既設ソフト巾木撤去後、ソフト巾木　Ｈ＝60　新設

ビニールタイル 既設のまま

ＦＬ
▽

2
,5

00

▽

天井面

6,800

ＭＬ

6,800

Ｎ

1700ｘ2100 1700ｘ2100

北　面

6,800 6,800

Ｏ

廊下

４５ ３

850ｘ2100 1700ｘ2100 1300ｘ2100

3,295

1500ｘ1200

1
,2

00
9
00

１階　廊下　

ＦＬ
▽

2,
50

0

▽

天井面

＜　仕上げ表　＞　　※特記なき限り、建具は改修不要（各部屋共通）

部　位 既　存　仕　上　げ　仕　様 改　修　後　仕　上　げ　仕　様

床

巾　木

壁

天井 既設のまま

ソフト巾木　Ｈ＝60

モルタル金ゴテ下地　ビニールクロス貼

岩綿吸音板張　

下地調整の上ビニールクロス張替

既設ソフト巾木撤去後、ソフト巾木　Ｈ＝60　新設

ビニールタイル 既設のまま

西　面

6,8006,800

４ ５３

3,2956,800

Ｍ Ｌ

6,800

ＮＯ

6,800

南　面

850ｘ2100 850ｘ2100

階段

1200ｘ2100 850ｘ2100 1200ｘ2100

廊下

800ｘ2100 800ｘ2100 800ｘ2100

365

425 3751,650 625

6,800

375
3,

00
0

▽

天井面

3
,0

0
0

▽

天井面

2,000

1005ｘ2100

1600ｘ2100

1355ｘ2100

２階　廊下　

※建具等の寸法は　幅×高さ　を示す。（各部屋共通）

※建具等の寸法は　幅×高さ　を示す。（各部屋共通）
375

東　面

南　面

6,800

Ｍ Ｌ

6,800

Ｎ

1200ｘ2100 1700ｘ2100

5451,845

2,000

6,800

４ ３

900ｘ2100

ｽﾁｰﾙﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ
（改修対象外）1,9252,200 375

東　面

西　面

6,800

４３

1355ｘ2100

475

4,125

4,125

展開図（３）

7
00

365775 1,5581,3531801,8201,890 375 1,650

1735ｘ2700

1
,1

00

3,
20

0

1,550 375

８/１１

1700ｘ2100
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壁

215275

▽
1ＦＬ

▽
2ＦＬ

▽

天井面

2,
75

0
2
,7

50

5
,5

00
3
,0

00

▽
踊場ＦＬ

3,000

3,
0
00

1,
10

0

1242.5ｘ2100

2400ｘ2100

▽

天井面

▽
手摺天端

北　面

275 1001,34315075

Ｎ

6,800

３ ２

東　面

倉庫（改修対象外）

3,000

Ｎ

南　面

（改修対象外）

倉庫倉庫

（改修対象外）

6,800

２ ３

西　面

倉庫（改修対象外） 1242.5ｘ2100

1
,1

00

3,
0
00

75 110 75 75 275 1,475

No.

縮尺

図面名称
原図：Ａ２

1/100

※建具等の寸法は　幅×高さ　を示す。（各部屋共通）

展開図（４）

階段室

＜　仕上げ表　＞　　※特記なき限り、建具は改修不要（各部屋共通）

部　位 既　存　仕　上　げ　仕　様 改　修　後　仕　上　げ　仕　様

床

巾　木

既設のまま

ソフト巾木　Ｈ＝60

モルタル金ゴテ下地　ビニールクロス貼

岩綿吸音板張　

下地調整の上ビニールクロス張替

既設ソフト巾木撤去後、ソフト巾木　Ｈ＝60　新設

ビニールタイル 既設のまま

天　井

モルタル金ごて下地　ＶＰ塗装手摺笠木

手摺天端
▽

▽

天井面

150

150

215 1,475

下地調整の上、ＥＰ塗装（Ｂ種）

９/１１津　市　建　設　部　営　繕　課

メッセウイング・みえ改修工事



No.

縮尺

図面名称
原図：Ａ２

1/100

ＳＣ１：１５０

ＳＣ１：３０

１０/１１津　市　建　設　部　営　繕　課

参考図

収納式観客席詳細図（撤去）

特記なき限り、下記とする。

１．制御盤までの動力配線も撤去すること。

２．撤去後の壁面等の留め具穴補修を行うこと。

メッセウイング・みえ改修工事



メッセウイング・みえ改修工事

No.

縮尺

図面名称

津　市　建　設　部　営　繕　課

原図：Ａ２

仮設計画図

1/700

★

１１/１１

高所作業車

高所作業車

⇒

⇒⇒ ⇒

凡　例

　　１．　　：ガードフェンス　Ｈ＝1800

　　３．　　：交通誘導員（作業日常駐）

　　２．　　：キャスターゲート　Ｗ6000×Ｈ1800

★
　　４．　　：枠組み本足場（手摺先行据置型）　防音シート養生

　　５．　　：コーン及びコーンバー

⇒

隣接工事エリア

現場事務所

工事車両進入口

※工事関係車両以外の進入防止対策をすること。

本館

別棟

機械室

駐輪場

　　６．　　：施設利用者入口（足場三方に養生すること）


